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福岡がん・生殖医療症例検討会 
	

世話人	  
	  
詠田由美（アイブイエフ詠田）	  
加藤聖子（九州大学教授）	  
大野真司（九州がんセンター乳腺外科）	  
井上善仁（浜の町病院）	  

	  
詠田由美（アイブイエフ詠田）	  
加藤聖子（九州大学教授）	  
井上善仁（井上善レディースクリニック）	  
徳永えり子（九州がんセンター乳腺外科）	  
江頭活子（九州大学）	  
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2014年7月　第1回	  
2015年3月　第2回	  
2016年6月　第3回		  

	



福岡県のART登録施設	  
	

18	  
・大学病院　2	  
・（準）公立総合病院　2	  
・私立総合病院　2	  
・クリニック　12	  
	  	  　    　　福岡　6	  
　      　　北九州	  4	  
　       　 久留米	  2	  
	  	  	  
	  	



ネットワークの運営体制（1）	

紹介先の主な施設	 アイブイエフ詠田	  
蔵本ウィメンズクリニック	  
（今後は九州大学、その他のクリニック）	

紹介方法	 医師間のメール、電話	

がん診療施設からの	  
統一された情報提供書式	

なし	

県外からの紹介	 それぞれのクリニックが独自に行っているた
め不明	

妊孕性温存実施施設	 紹介先と同一	  
生殖医療実施施設へ紹介	  
上記両方	

ネットワーク運用資金	 未定	

ネットワークHome	  Page	  
・開設資金	

なし	  
	



ネットワークの運営体制（2）	

妊孕性温存に関する	  
情報提供内容	

医療者の裁量	

症例の情報	 未定	

施設間の交流方法	  
（患者紹介以外）	

未定	

行政の関与	 なし	

ネットワークの特徴	 未定	  

ネットワークの課題	



基幹病院中心か、ART施設が先導か	

同じくくらいの規模のARTクリニックが複数ある場合、クリニック間の連携
がとりにくいのでは？	  
	  
大学病院は院内のがん治療医との連携はとりやすい。	  
	  
福岡には大学も複数あるが、今の所あまり意欲的ではなさそう。	  
	

九州大学の課題	

大学内での卵子凍結、卵巣凍結などの準備と並行して行わなければならない。	  
	  
現実的にはまず大学内の他科との連携から始めるか？	
	


